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1.　皮膚の老化

皮膚の老化には内因性老化（自然老化）と外因性老化
がある。内因性とは加齢によるものであり，外因性とは
環境因子によるもので，太陽光線，さらに最近では喫煙
や大気汚染等が因子として示されている。このうち，紫
外線（UV）を主とした太陽光線による外因性老化は光
老化と呼ばれ，皮膚老化としての特徴は，粗造な皮膚・
乾燥した皮膚，シミ・くすみ，シワ・たるみである。光
老化は加齢による内因性老化とは質的に異なるものであ
るが，内因性老化の上に形成され，太陽光線への暴露時
間，スキンタイプの違い，生活習慣，生活地の緯度など
による影響を受ける。
今回の光老化コンセンサスステートメントでは紫外線
の有害な作用を理解し，予防・対処するための方法を確
立するために，
・太陽光線
・紫外線の皮膚に対する作用
・紫外線感受性の影響因子
・紫外線防御
について概説を行い，光老化の予防・対処法に関する推
奨を行うものである。

2.　太 陽 光 線

地上に届く太陽光線には，短波長側から紫外線 B波
（UVB; 290～320 nm），紫外線 A波（UVA; 320～400 nm），
可視光線 （400～780 nm），赤外線 （780 nm～1 mm）が含
まれる。赤外線は IR-A （780～1,400 nm）, IR-B （1,400～
3,000 nm），IR-C （3,000 nm～1 mm） の三つに分かれ，そ
れぞれが近赤外，中赤外，遠赤外に相応する※1。地上に
到達する紫外線のほとんどは UVAであるが，UVBは少
量でも生体への影響は大きい。また地上に到達する赤外
線のほとんどが近赤外線 （780～1,400 nm） であり，生体

に影響する赤外線は，近赤外線領域である。

3.　紫外線の皮膚に対する作用

3–1.　細胞レベルおよび組織レベルでの影響
紫外線に暴露されることにより，皮膚の細胞内では紫
外線のエネルギーを吸収することで主に DNAが損傷を
受け，また紫外線により発生する活性酸素が酸化ストレ
スを引き起こし，細胞および組織において，DNAを始
めとするさまざまな分子に損傷を与える。
たとえ正常に見える皮膚であっても組織を調べると，
紫外線による損傷が見られる。表皮において紫外線によ
り誘導される変化には，角化細胞やメラノサイト（色素
細胞）における異常な構造への変化，ランゲルハンス細
胞の機能的な変化が挙げられる。繰り返し紫外線にさら
された表皮は，非露光部位の皮膚に比較して厚さが約
2倍になっており，過角化や錯角化，表皮肥厚が見られ
るものの，長期間の暴露により，最終的には表皮の菲薄
化につながることが知られている。
メラノサイトはその内部にメラニン色素を含有するメ
ラノソームを有し，皮膚を紫外線から守る最も重要な細
胞である。紫外線により損傷を受けた表皮では，メラノ
サイトは樹状突起を増し，数が増える。また紫外線照射
後，角化細胞の核上部には過剰なメラノソーム複合体の
蓄積（メラニンキャップ）が観察される。皮膚の黒化
（tanning）は紫外線暴露後のメラニン色素の増加である。
皮膚の黒化は即時型黒化（一次黒化）と遅延型黒化（二
次黒化）の組み合わせにより達成される。即時型黒化は
UVAにより引き起こされ，あらかじめ産生されていた
メラニンが光酸化されることにより達成される。遅延型
黒化は紫外線暴露後 72時間くらいから現れる。この過
程では DOPA陽性メラノサイト数の増加，色素が増加
した（成熟した）メラノソームの数およびメラノサイト
の樹状突起の増加が見られる。

 ※1  国際照明委員会 （CIE） 分類では，UVB; 280～315 nm, UVA; 315～
400 nm，可視光線（380～780 nm）
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